防火対象物に係る表示制度の実施について
１　目　的
　　　ホテル・旅館等は、不特定多数の者を収容する防火対象物の防火安全対
策の重要性に鑑み、防火対象物の関係者の防火に対する認識を高め、防火
管理業務の適正化及び消防用設備等の設置、維持管理等を促進するととも
に、重要な建築構造等への適合性も含めた防火・防災管理上の一定の基準
に適合している防火対象物について、その情報を利用者等に提供し、防火
安全体制の確立を図るため「表示」を行うものです。
２　実施時期

　　　平成26年4月1日から申請・受付（８月１日より掲出開始）
３　表示防火対象物
　　　ホテル・旅館等（消防法施行令別表第一(5)項イ及び同表(16)項イに掲げ
る防火対象物のうち同表(5)項イの用途に供する部分が存ずるもの。以下同
じ。）で次の(1)及び(2)に該当するもの。ただし、消防長がその他の防火対
象物について、特に必要と認める場合は表示対象物とすることができます。

(1) 消防法第8条の適用があるもの(防火管理者の選任が必要な対象物)

(2) 防火対象物の地階を除く階数が３以上のもの
４　実施要綱

　　　別添「防火対象物防火基準適合表示制度実施要綱」のとおり。

５　留意事項
　　　本防火基準適合表示制度の実施にともない防火対象物自主点検報告表示
要綱は廃止します。ただし、平成26年3月31日以前に表示された自主点
検報告表示マークについては、その有効期間内の間は当面使用を認めるこ
ととします。

